
～世界トップクラスの文化大国に向けたロードマップ～

1

平成２５年１０月

（案）

文化芸術立国中期プラン

13/11/7 11時7分

文化芸術立国実現のための懇話会（第２回）
〔平成25年5月25日〕配付資料を一部修正
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【高度な芸術家養成、後継者や伝承者の養成】
○伝統芸能・伝統工芸等の後継者及び文化財の保護に必要な技術等の伝承

者等の養成に対する支援を充実
○新進芸術家の国内での活動機会（創造活動・展示等）の拡充や海外研修

など、若手を始めとする芸術家の育成に関する支援を充実
（才能あふれる芸術家を評価し、その芸術家が創作活動に専念しながら

生活できる環境をつくることが、さらに質の高い文化芸術を生む。）
【芸術教育の充実】

○文化芸術に関する体験型ワークショップを通じたコミュニケーション
教育をはじめ、学校や地域における芸術教育（技術を教えるのではな
く、創造性を引き出す）の充実、日本在住の外国人芸術家を活用した
芸術教育の推進

【多様な芸術活動の推進】
○トップレベルの文化芸術団体の優れた芸術活動等の支援を充実
○実演芸術の世界水準への向上や新たな観客層の育成のための公演の実施、
障害者の優れた芸術作品の展示などの戦略的支援の充実

【大学を活用した文化芸術の推進】
○芸術系大学等による公演・展示等の開催も含めた実践的なカリキュラ

ムの開発・実施のほか、地域における鑑賞機会、鑑賞力の向上への支援
など文化芸術に関する魅力の発信を支援

※ 文化を身近にするには「面白いきっかけづくり」の工夫が必須。
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【団体、劇場・音楽堂等、美術館・博物館等への支援】
○地域における文化芸術団体、劇場・音楽堂等、美術館・博物館等の日本文化・
地域文化を発信する活動や、教育普及活動に対する支援、芸術文化振興基金の
充実

【復興支援等】
○復興支援・非常災害対応の整備
・被災文化財の修理及び原発避難地区等の文化財保護
・迅速な埋蔵文化財発掘調査体制の強化・充実及び活用
・非常災害時を見据えた文化財保護体制の充実

【文化財の公開・活用】
○文化財を公開・活用するための取組への支援の充実
・重要文化財や史跡名勝天然記念物をはじめとした文化財の公開・活用等の推

進
・郷土の歴史・文化を体感できる歴史的建造物の復元と活用
・伝統行事・伝統芸能の公開等の推進
・古都奈良・飛鳥における文化財の保存・活用の強化
・我が国近海の水中に眠る文化財の調査と保存の強化
・ＩＣＴの活用による文化財の公開・活用、失われた文化遺産の再現

【資源の重層化】
○関係者が連携し、文化芸術と観光・福祉・医療・教育等の分野との「重ね技」
で発信
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【「ジャパン・フェスタ」等を通じた文化交流の促進】
○我が国の文化芸術の注目度を高める質の高い国際芸術交流等の推進

・関係省庁や経済界との連携により、海外での総合的な日本文化（伝統文化から現代アート、ポップ
カルチャーまで）の紹介事業（「ジャパン・フェスタ（仮称）」）等を実施し、芸術家の海外での活躍の場
を増進（日本の文化芸術を支える技術や物の素晴らしさにも着眼）
・若手芸術家の海外の芸術祭等への出品・参加の支援
・日本オペラの制作、海外公演など、新規性・創造性の高い質の高い公演・展示の海外展開の支援
の拡充
・外国人の顕彰

【国内芸術フェスティバル・国際会議の開催】
・国内芸術フェスティバル、世界創造都市サミット、世界アーチストサミット、世界文明
フォーラム等の開催

・海外から注目を集める国内の国際芸術フェスティバル等の持続的な発展のための支援
の強化

【創造都市ネットワークへの支援】
○創造都市ネットワーク加盟都市への支援

・「世界創造都市サミット」、ユネスコとの連携強化
【東アジア文化都市での交流事業等】
○日中韓文化大臣会合等の対話の枠組みを活用した協力の促進
○「東アジア文化都市」での国際文化交流事業の集中開催
○日本とアジア間で共通する文化を活用した交流を促進
【レジデンスプログラムの強化】
○若手を始めとする芸術家を育成するための国内外のレジデンスプログラムの強化
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【アジア諸国等の人材育成支援】
○今後成長が見込まれるアジア諸国等の人材を対象に、メディア芸術分野等におけ
る人材育成事業を実施（マネジメント人材、芸術家等を対象）

【日本語による文化発信力の強化】
○外国人に対する日本語教育の推進
○日本語の魅力の発信

【日本文学の海外への発信強化】
○優れた翻訳者の育成などによる日本文学の翻訳の推進等の海外への発信強化

【日本文化の広報力の強化】
○最新ＩＣＴを活用した日本文化の発信強化

【外国人観光客のための展示・公開環境の整備】
○ホームページ、パンフレット、イヤホンガイド、字幕、案内板等の多言語化

※【前ページからの続き（Ⅲ．世界の文化交流のハブとなる）】



【国立文化施設の機能強化】
○文化芸術立国の実現に向けた基盤強化・発信力強化のための国立文化施設（国立の美術

館、博物館及び劇場）の整備、独立行政法人の制度の改善を踏まえた事業等の充実
【フィルムセンター】

○「フィルムセンター」の整備

【日本の強みを生かす拠点づくりの推進】
※ 創造や人材養成の場でもある「フローとしてのミュージアム」構想を検討。
○工芸、デザイン、メディア芸術など、日本の強みを生かす国際的な拠点
○貴重な各種文化資源を保存継承するアーカイブ

【文化財保存修理拠点】
○「文化財保存修理拠点」の整備

【民族共生の象徴となる空間】
○アイヌの人々の心のよりどころとなる「民族共生の象徴となる空間」における博物館の

整備
【著作権制度】
○著作権制度の改善と著作物の利用の円滑化
【国語施策】
○国語施策の充実
【芸術文化の要素を公共施設整備を行う際に取り入れる方策の推進】
○公共施設整備の実施に際し、総工費の１％を芸術的用途に充てることに定めた「１％ For Artｓ」

の仕組みについて検討
※中長期的に行う施設整備を含む。
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Ⅳ．施設・組織、制度の整備
【Ⅰ～Ⅲのソフト施策を効果的に実施するためのハード施策と体制整備】


